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地域の川は地域で美しく 「小畑川クリーン作戦」 

令和元年９月だより No.99 

７月７日(日)、長岡第八小学校(８：45～)、長岡

第九小学校(９：15～)、長岡第七小学校(９：45～)

の各校区で、小畑川クリーン作戦が実施されまし

た。 

 ３校区ともに、大勢の参加者が「地域の川は地域

で美しく」と印字されたごみ袋を手に、空き缶やペ

ットボトル・ビニール袋などのごみを拾いました。

特に、海洋プラスチック汚染の問題は６月に開催さ

れた G20 大阪サミットの中でも、地球規模の大き

な課題として取り上げられています。小畑川クリー

ン作戦は、そのような課題の解決にもつながる地道

な取組として毎年行われています。また、自然が豊

かに残る長岡京市の中にあって、小畑川流域に生息

する希少動物保護という点にも留意して、参加者は

清掃作業を行いました。 

 

 ７月 24 日（水）、一文橋自治会館で「『ほっこり笑店』の演芸会」が

開催されました。今回出演されたのは、施設や自治会の行事で様々な伝

統芸能などを披露されている「ほっこり笑店」さんです。普段は、鉄工

所や看護師などのお仕事をされていらっしゃる方々が、得意の演目を披

露してくださいました。腹話術では、会場といっしょに歌を歌いながら

のコミカルな演技が笑いを誘います。マジックでは、次々に披露される

妙技に、会場からは「なんでやろ？」「考えてもわからんなぁ」と、ト

リックに興味津々。落語「七度狐」は、とあることから狐をひどい目に

合わせてしまった旅人２人が狐の恨みを買い、行く先々でおかしな場面

に遭遇し騙されるというもの。迫真の語りに時には聞き入り、時に爆笑

し、語りの世界に没入していました。「どじょうすくい」は、なかなか

実際に目にする機会はありませんが、演者の皆さんは、日頃より保存会

で練習され、大会などにも出場されているそう。 

 観客を巻き込んだ演技に、会場は笑いにお腹を抱えながらも、技術の 

高さに感心していました。最後は、演者の皆さんによる「南京玉すだれ」。色鮮やかなすだれを歌い

踊りながら変形させていきます。いっしょにかけ声をかけながら、船や稲など様々な形に変化して

いくすだれに、会場はこの日一番の盛り上がり。上演後は、みなさん握手をして、和やかなひと時

を過ごせました。 
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一文橋自治会 「ほっこり笑店」演芸会 
  



【問合せ】 長岡京市教育委員会 生涯学習課 生涯学習・文化財係  

電話：075-955-9534 FAX：075-954-8500  Email：syougaigakusyu@city.nagaokakyo.lg.jp 

 

 

 

【ご案内】 
生涯学習課では、各自治会等での取組を「生涯学習活動だより『自遊学』」に随時掲載し、各自治会

にお届けしています。 
各自治会等で取組を実施されます際には、日時・内容等を事前にご案内いただけましたら取材に伺い

ます。また、お伺いできなかった取組につきまして、内容等を事後にご報告いただきましたら、「自遊
学」でご紹介させていただきます。 

 子どもたちが楽しみにしている夏休み。夏休みにはそれぞれにいろいろな体験が待っている

と思いますが、地域の方々や保護者・先生方が、子どもたちに“夏の楽しい思い出を”と準備

され、多くの小学校区で、それぞれ趣向を凝らした夏まつりが開催されました。中学校吹奏楽

部の演奏や児童によるヒップホップダンスのパフォーマンス、竹ろうそくを灯して６年生が夢

を語るなどオープニングが華やかに飾られ、子どもたちは、いろいろな遊びのコーナーを回っ

て遊んだり、模擬店が出店されている会場では、フランクフルトや唐揚げ・かき氷などを食べ

たりして楽しみました。また、エンディングには、長岡京音頭をみんなで踊ったり、空一面に

咲く花火を楽しんだりする（天候により花火は延期の会場もありましたが）など、限られた時

間の中で、楽しいひと時を過ごしました。「地域総がかり」での夏まつり。子どもたちは、当日

までの諸準備から当日の運営・進行までお世話になった地域の方々への感謝の気持ちと楽しい

思い出をたくさんもって家路に就きました。 

 

 地域総がかりの「 夏 ま つ り 」 
 

華やかなオープニング コーナーで遊ぶ子どもたち 

「エネルギーと環境を学ぶ」、５年生には「だし・うま味の味覚教室」をともに大阪ガスにより行

われました。 

 子どもたちの夏休み。さまざまな場面でこのような「本物体験」ができたことでしょう。 

 

７月 19 日(金)は１学期の終業式。本年度も「神足夏のスペシャル授

業」が行われました。講師は、長岡京お話の会ささぶえや長岡京市生

活学校、それに企業の方々。子どもたちは、自分の手で作ったり、頭

で考えたり、舌で味わったりと普段の授業の中では、体験できないこ

とに挑戦しました。 

１年生(写真上)は、長岡京お話の会ささぶえによる「読み聞かせ・手

遊び・工作」。読み聞かせや語り聞かせに、子どもたちは目を輝かせ「そ

うそう。」「へぇえ？」「知らんわ。」などと相槌を打ちながらお話に聞

き入っていました。２年生(写真中)は、長岡京市生活学校による「ろう

そくづくり」。自分の好みの色に仕上がったろうそくにとても満足そう

でした。クリスマスだけでなく、災害の際にも活躍しそうです。６年

生(写真下)は、長岡京市埋蔵文化財センターによる「勾玉づくり」。社

会科で歴史を学習している子どもたちは、縄文時代から古墳時代にか

けて作られたアクセサリー「勾玉」を当時の人々の生活に思いをはせ

ながら、ヤスリで丁寧に削って仕上げました。このほかに、３年生に

は「オリジナル乾電池づくり」を(株)日立マクセルにより、４年生には 

神足小学校区 「夏のスペシャル授業」 


